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１  

序
論

　

５
０
０
０
年
に
お
よ
ぶ
茶
の
歴
史
を

遡
る
と
、
茶
の
栽
培
と
消
費
は
中
国
の

南
西
部
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
、朝
鮮
半
島
、

日
本
、
ア
ジ
ア
の
諸
地
域
、
ア
フ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、

そ
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ま
で
広
が
っ

た
。
そ
の
歴
史
に
は
、
茶
と
世
界
を

巡
る
交
易
路
や
、
宗
教
や
軍
事
行
動

と
の
密
接
な
関
連
性
が
見
て
と
れ
る
。

今
日
で
は
、
茶
に
関
心
を
持
つ
観
光
客

は
、
茶
の
生
育
地
や
生
産
地
の
起
源

を
求
め
て
、
本
物
の
体
験
探
し
の
旅
を

し
て
き
た
が
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
19
世
紀

末
以
来
の
茶
栽
培
地
域
で
の
ヘ
リ
テ
ー

ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
が
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
観
光
は
茶
の
産
地
を

目
的
地
と
し
た
ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
誘
引
し
て
き
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
観
光
に
お
け
る
茶

中
国
と
そ
の
国
境
周
辺
の
ベ

ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
や
イ
ン
ド
の
ア
ッ

サ
ム
州
の
各
地
域
に
見
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
、

何
世
紀
も
の
樹
齢
の
茶
の

巨
木
が
自
生
し
て
い
る

（
図
1
）。３
２
０
０
歳
と

伝
え
ら
れ
る
古
木
の
茶
樹

が
雲
南
省
西
双
版
納
（
シ

ー
サ
イ
パ
ン
ナ
・
タ
イ
族
自

治
州
）
の
熱
帯
林
に
あ
る
。
シ
ー
サ
イ
パン
ナ
・
タ
イ
族
自
治
州
は

過
去
に
は
タ
イ
の
州
で
あ
って
、
タ
イ
の一民
族
の
故
郷
で
あ
っ
た
。

　

茶
は
常
緑
樹
で
、
ツ
バ
キ
科
ツ
バ
キ
属
チ
ャ
目
に
属
す
る
。

２
０
０
種
類
の
ツ
バ
キ
属
（Cam

ellia

）
の
中
で
、
カ
メ
リ
ア
・
シ
ネ

ン
シ
ス
だ
け
が
茶
の
原
料
と
さ
れ
て
い
る
。「
シ
ネ
ン
シ
ス
」
は
「
中

国
由
来
」
を
意
味
し
、
野
生
の
茶
の
起
源
を
示
唆
し
て
い
る
。
茶

樹
は
大
き
く
分
け
て
３
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。
カ
メ
リ
ア
・
シ
ネ
ン

シ
ス
・
シ
ネ
ン
シ
ス
種
、
カ
メ
リ
ア
・
シ
ネ
ン
シ
ス
・
ア
ッ
サ
ミ
カ
種
、

そ
し
て
カ
メ
リ
ア
・
シ
ネ
ン
シ
ス
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
ン
シ
ス
種
で
あ
る
。

● 

カ
メ
リ
ア
・
シ
ネ
ン
シ
ス
・
シ
ネ
ン
シ
ス
種

　

カ
メ
リ
ア
・
シ
ネ
ン
シ
ス
・
シ
ネ
ン
シ
ス
種
は一般
に
は
中
国
種
と
呼

文
化
の
商
品
化
は
茶
の
生
産
に
重
要
な
役
割
を
担
い
、
１
章
で
取

り
上
げ
た
茶
文
化
の
諸
要
素
に
基
づ
く
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・ツ
ー
リ
ズ
ム

の
方
法
論
に
よ
っ
て
、
持
続
性
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

章
で
は
、茶
の
種
類
や
茶
の
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
で
、世
界
の
様
々

な
茶
観
光
の
目
的
地
で
の
茶
文
化
の
理
解
を
深
め
た
い
。

　

古
来
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
ま
な
い
飲
料
と
し
て
好
ま
れ
て
き
た
茶
は
、

「
茶
」
と
呼
ば
れ
る
種
類
の
違
う
樹
木
や
ハ
ー
ブ
由
来
の
飲
料
の
イ

メ
ー
ジ
を
形
成
し
て
い
る
。
観
光
に
お
け
る
茶
文
化
の
商
品
化
を

論
じ
る
に
あ
た
り
、こ
こ
で
は
チ
ャ
ノ
キ（
学
名
：Cam

ellia 
sinensis

、
カ
メ
リ
ア
・
シ
ネ
ン
シ
ス
）
に
由
来
す
る
も
の
の
み
に
限

定
す
る
。

２  

茶
の
起
源
と
種
類

　

茶
は
紀
元
前
か
ら
消
費
さ
れ
て
き
た
。
ほ
と
ん
ど
の
学
者
が
茶

樹
の
起
源
は
中
国
南
西
地
域
、
特
に
雲
南
省
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

中
国
の
伝
説
に
よ
る
と
、
茶
は
神
農
大
帝
（
紀
元
前
２
７
３
７
年

か
ら
２
６
９
７
年
）
に
よ
る
発
見
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
。
帝
は
あ

る
樹
木
の
下
で
座
っ
て
い
て
、
従
者
が
飲
料
の
湯
を
沸
か
し
て
い
た
。

そ
の
木
の
乾
燥
し
た
葉
が
湯
沸
に
落
ち
、
そ
れ
が
最
初
の
煎
じ
茶

と
な
っ
た
。
物
語
か
ら
す
る
と
、
そ
の
樹
木
は
背
が
高
く
、
葉
の

大
き
な
野
生
の
茶
の
木
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
野
生
の
茶
は
南
西

ば
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
葉
は
小
さ
く
、
樹
木
の
高
さ
は
平
均
６
メ
ー

ト
ル
の
灌
木
で
あ
る
。
寒
冷
と
乾
燥
に
抗
し
て
、
標
高
の
高
い
と
こ
ろ

で
栽
培
さ
れ
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
、
中
国
や
日
本
、
イ
ラ
ン
、
ト
ル
コ

な
ど
に
見
ら
れ
る
。
生
産
年
齢
は
長
く
、
１
０
０
年
以
上
で
あ
る
。

● 

カ
メ
リ
ア
・
シ
ネ
ン
シ
ス
・
ア
ッ
サ
ミ
カ
種

　

こ
の
種
類
は
ア
ッ
サ
ム
種
と
呼
ば
れ
、
19
世
紀
の
初
め
に
ス
コッ
ト

ラ
ン
ド
人
少
佐
の
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ル
ー
ス
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
の
ア
ッ
サ
ム

州
で
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
種
は
カ
メ
リ
ア
・
シ
ネ
ン
シ
ス
の
中
で
も

最
も
背
が
高
く
、
葉
は
厚
く
大
き
い
。
野
生
種
で
は
30
メ
ー
ト
ル

の
高
さ
に
ま
で
育
ち
、
森
林
で
他
の
樹
木
と
と
も
に
数
百
年
の
樹

齢
に
な
る
。
伝
統
的
に
野
生
の
茶
葉
は
食
用
と
さ
れ
た
。
ウ
ェル
カ

ム
・
チ
ュ
ー
イ
ン
グ
ガ
ム
と
し
て
供
さ
れ
る
茶
葉
の
漬
物
ミ
ヤ
ン
は
、

北
部
タ
イ
で
の
ア
ッ
サ
ム
茶
の
例
で
あ
る
。
産
業
と
し
て
は
、
ア
ッ
サ

ム
種
は
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ア
フ
リ
カ
の
農
園
で
広
く
栽
培
さ

れ
て
い
る
。
生
産
年
齢
は
野
生
種
よ
り
短
く
、
30
年
か
ら
50
年
以

上
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
雨
量
の
多
い
平
地
や
高
地
で
も
生
育

で
き
る
。

● 

カ
メ
リ
ア
・
シ
ネ
ン
シ
ス
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
ン
シ
ス
種

　

カ
メ
リ
ア
・
シ
ネ
ン
シ
ス
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
ン
シ
ス
種
の
茶
葉
は
大
き

く
柔
ら
か
く
て
、
20
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
育
つ
。
茶
の
栽
培
や
生

産
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
新
種
の
選
抜
種
を
創

る
た
め
に
用
い
ら
れ
、
他
の
２
種
の
カ
メ
リ
ア
・
シ
ネ
ン
シ
ス
と
の
自

図1　タイ北部の茶樹の古木、
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然
交
配
で
素
晴
ら
し
い
力
を
発
揮
す
る
。

　

茶
樹
は
南
緯
５
度
か
ら
北
緯
35
度
の
約
40
度
間
と
、
東
経
67
度

か
ら
１
４
０
度
の
約
70
度
間
の
限
ら
れ
た
地
域
に
生
息
す
る
。
ま

た
茶
樹
は
中
国
種
の
場
合
、
中
国
や
日
本
の
よ
う
な
亜
熱
帯
で
、

ア
ッ
サ
ム
種
の
場
合
は
イ
ン
ド
や
ス
リ
ラ
ン
カ
の
よ
う
な
熱
帯
で
最
も

よ
く
生
育
す
る
。
そ
し
て
茶
樹
は
ま
た
、
豊
富
な
雨
量
を
必
要
と

し
、
最
低
で
も
年
間
雨
量
１
５
０
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
が
必
要
で
あ
り
、

乾
期
が
３
か
月
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
が
、
霜
や
冬
季
の
気
象
は

好
ま
な
い
。
平
均
適
温
は
摂
氏
約
18
度
か
ら
20
度
で
あ
る
。
高
度

６
０
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
１
８
０
０
メ
ー
ト
ル
の
高
地
で
最
高
の
品
質
の

茶
葉
が
収
穫
さ
れ
る
。
茶
樹
の
主
な
生
育
地
域
は
ア
ジ
ア
、
ア
フ

リ
カ
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
60
ヶ
国
以
上
に
お
よ
ぶ
。

３   

茶
の
歴
史

　

神
農
帝
に
よ
る
茶
の
発
見
の
言
い
伝
え
で
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

帝
が
実
在
し
た
か
ど
う
か
記
録
は
な
い
。
し
か
し
、
周
王
朝
（
紀

元
前
１
１
０
０
年
か
ら
７
７
１
年
）
の
最
古
の
文
書
に
、
茶
を
皇
帝

へ
の
貢
物
と
し
て
い
た
記
録
が
あ
り
、
紀
元
前
１
１
０
０
年
に
既
に

中
国
に
茶
園
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
雲
南
で
発
見

さ
れ
た
同
時
代
の
最
古
の
茶
樹
と
時
期
が
一
致
し
て
い
る
。
他
の
記

録
に
よ
れ
ば
、
紀
元
前
５
４
７
年
か
ら
４
９
０
年
に
は
茶
葉
が
料
理

や
薬
や
宗
教
的
な
目
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
喫
茶
が
中
国

の
中
央
部
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
秦
王
朝
が
蜀
を
征
服
し
た
紀

元
前
３
１
６
年
で
あ
る
。
ま
た
、紀
元
前
２
０
６
年
か
ら
西
暦
２
２
０

年
ま
で
の
漢
王
朝
時
代
の
茶
器
が
、
墳
墓
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　

喫
茶
は
晋
王
朝
（
西
暦
２
６
５
年
か
ら
４
２
０
年
）
ま
で
の
間
、

上
流
階
級
の
慣
習
と
し
て
定
着
し
た
。
こ
の
時
代
、
茶
は
商
業
化

さ
れ
、
次
第
に
習
慣
や
行
事
を
形
成
し
て
いっ
た
。
７
世
紀
に
は
茶

は
チ
ベッ
ト
ま
で
広
ま
り
、
そ
の
２
０
０
年
後
に
は
朝
鮮
ま
で
広
ま
っ

た
。
茶
の
文
化
が
中
国
と
そ
の
周
辺
諸
国
に
拡
散
し
て
いっ
た
現
象

は
、
仏
教
儀
式
や
仏
を
賛
美
す
る
儀
礼
の
飲
料
で
あ
っ
た
こ
と
の
結

果
で
も
あ
る
。
９
世
紀
初
め
に
は
茶
は
仏
教
と
と
も
に
日
本
に
伝
え

ら
れ
た
。
８
０
５
年
ご
ろ
に
日
本
人
僧
侶
の
英
忠
が
茶
の
種
を
日
本

に
持
ち
帰
り
、
日
本
の
寺
院
の
慣
習
と
し
て
定
着
し
た
。
11
世
紀

初
頭
ま
で
に
禅
僧
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
茶
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の

中
で
も
粉
末
状
の
緑
茶
（
碾
茶
あ
る
い
は
抹
茶
）
が
日
本
茶
の
主
流

と
な
って
いっ
た
。
そ
の
後
、
15
世
紀
に
は
茶
の
湯
が
勃
興
し
た
。

　

仏
教
だ
け
で
な
く
、
国
際
的
な
貿
易
が
茶
の
世
界
的
な
拡
散
を

顕
著
に
し
た
。
中
国
は
周
王
朝
に
既
に
国
外
と
の
交
易
に
着
手
し
、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
や
茶
馬
交
易
路
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
つ
な
が
る
航
路
を
開

拓
し
た
。
仏
教
が
中
国
に
伝
来
し
た
こ
ろ
、
絹
や
陶
器
と
と
も
に
茶

が
中
央
ア
ジ
ア
や
ア
ラ
ブ
に
普
及
し
て
い
た
。
し
か
し
、
主
な
茶
の

交
易
は
中
国
の
西
方
国
境
地
帯
で
西
暦
７
５
６
年
ご
ろ
に
始
ま
っ
た

茶
馬
交
易
で
あ
っ
た
。
茶
馬
古
道
は
「
南
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
と
も
呼

「
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
」
と
し
て
知
ら
れ
る
独
特
の
茶
文
化
を
創

り
出
し
た
。
茶
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
も
も
た
ら
さ
れ
、
当
初
は

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッツ
で
販
売
さ
れ
て
、「
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
」
と
い
う
茶
会

の
ア
メ
リ
カ
風
茶
文
化
に
発
展
し
た
。
こ
の
よ
う
な
文
化
は
茶
の
需

要
を
増
大
さ
せ
、
多
額
の
貿
易
赤
字
を
生
み
出
し
た
。
そ
こ
で
、

英
国
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
茶
と
交
換
に
ア
ヘ
ン
を
中
国
に
輸
出
し
、「
ア

ヘ
ン
戦
争
」
を
引
き
起
こ
し
た
。
中
国
は
英
国
への
茶
の
輸
出
を
禁

止
し
、
そ
の
結
果
、
英
国
商
人
は
英
国
領
の
他
の
地
域
で
茶
を
栽

培
し
、
生
産
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
１
８
５
０
年
代
に
商
業
農
園
が

北
部
イ
ン
ド
の
ダ

ー
ジ
リ
ン
な
ど
の
地

域
で
設
立
さ
れ
、

１
８
７
０
年
代
に

は
ス
リ
ラ
ン
カ
が

加
わ
っ
た
。
植
民

地
時
代
が
終
わ
っ

た
今
日
で
も
、
茶

産
業
は
イ
ン
ド
や

ス
リ
ラ
ン
カ
で
未

だ
主
要
な
産
業
と

し
て
経
済
を
支
え

て
い
る
。

ば
れ
、
１
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。
中
国
本
土
で
は
ル
ー
ト
は
２
つ

に
分
か
れ
て
い
て
、
１
本
は
四
川
省
を
起
点
と
し
、
も
う
１
本
は
雲

南
省
を
起
点
と
し
て
い
る
。
２
つ
の
ル
ー
ト
は
チ
ベッ
ト
高
地
で
１
つ
に

な
り
、
ラ
サ
か
ら
ネ
パ
ー
ル
と
イ
ン
ド
、
そ
し
て
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
北

ア
フ
リ
カ
に
あ
る
エ
ジ
プ
ト
の
紅
海
沿
岸
ま
で
続
い
て
い
る
（
図
２
）。

そ
の
結
果
、
茶
交
易
の
地
域
は
拡
大
し
て
、
雲
南
南
部
の
東
南
ア
ジ

ア
、
イ
ン
ド
の
南
ア
ジ
ア
、
北
部
ア
ジ
ア
と
中
央
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
ア

フ
リ
カ
ま
で
広
が
っ
た
。
ヨ
ー
ロッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
に
も
た
ら
さ
れ
る
以

前
の
１
４
３
３
年
に
は
、
中
国
茶
は
ア
フ
リ
カ
に
到
達
し
て
い
た
。

　

17
世
紀
に
な
って
、
日
本
で
は
煎
茶
が
広
く
消
費
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
茶
文
化
が
洗
練
さ
れ
て
いっ
た
が
、
一
方
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
や

オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
っ
て
茶
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
タ
イ
の

古
都
で
あ
る
ア
ユ
タ
ヤ
な
ど
、
東
洋
に
居
住
し
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
や
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
茶
貿
易
の
商
人
で
あ
っ
た
。
１
６
１
０
年
に

は
オ
ラ
ン
ダ
人
が
緑
茶
を
日
本
か
ら
本
国
に
持
ち
帰
り
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パへ
の
茶
の
輸
入
を
始
め
た
。
茶
は
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
や
オ
ラ
ン
ダ
人
の
間
で
流
行
の
飲
料
と
な
り
、
や
が
て
西
ヨ
ー
ロッ

パ
諸
国
、
特
に
英
国
に
広
ま
っ
た
。
茶
は
大
英
帝
国
の
英
語
の
文

献
で
は
１
６
５
８
年
に
記
録
が
あ
る
が
、
１
５
９
７
年
に
オ
ラ
ン
ダ

人
航
海
士
の
英
語
訳
が
初
出
の
も
の
と
し
て
残
っ
て
い
て
、
茶
は

Chaa

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

18
世
紀
に
は
、茶
は
英
国
人
の
も
っ
と
も
好
む
飲
料
に
な
って
い
て
、

図2　茶の世界的普及への茶馬古道の影響
（http://blog.tranquiltuesdays.com/post/34563836358/
puer-and-the-ancient-tea-horse-roadより。）
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ジ
メ
ン
ト
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
く
特
定
の
ニッ
チ
観
光
分
野
と

し
て
、
茶
観
光
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、
観
光
に
は
茶

文
化
の
商
品
化
を
通
じ
て
、観
光
地
と
し
て
の
茶
産
地
の
ブ
ラ
ン
ド・

イ
メ
ー
ジ
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
醸
成
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

１
章
で
も
述
べ
た
が
、
持
続
可
能
な
観
光
で
の
茶
文
化
の
商
品

化
に
は
４
つ
の
要
素
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
茶
の
空
間
、
茶

の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
、
茶
の
物
産
と
サ
ー
ビ
ス
、
茶
に
関
連
し
た
体
験

で
あ
る
。
世
界
各
地
の
茶
観
光
の
目
的
地
は
、
観
光
客
の
認
知
度

が
限
ら
れ
て
い
る
。
顕
著
な
例
が
、
茶
の
育
成
の
本
拠
で
あ
る
イ
ン

ド
の
ダ
ー
ジ
リ
ン
と
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ヌ
ワ
ラ
・
エ
リ
ヤ
で
あ
る
。
茶
と

観
光
か
ら
長
期
的
な
利
益
を
得
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
目
的
地

の
持
続
可
能
性
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
、
茶
文
化
の
４
要
素
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
と
、
持
続
可
能
な
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
疑

わ
し
く
な
る
。
観
光
に
よ
る
収
入
だ
け
で
な
く
社
会
や
環
境
に
も

配
慮
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
の
ヌ
ワ
ラ
・
エ
リ
ヤ
の
ケ
ー
ス
は
、
茶
の
空
間
の
要
素

と
茶
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
要
素
が
、
茶
の
物
産
と
サ
ー
ビ
ス
の
要
素

と
茶
に
関
連
し
た
体
験
の
要
素
よ
り
魅
力
的
で
発
達
し
て
い
る
例

で
あ
る
。
検
証
の
結
果
、
茶
の
空
間
と
茶
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
に
つ
い

て
は
、
高
地
の
美
し
い
景
色
や
滝
な
ど
が
静
か
な
雰
囲
気
を
作
り

出
し
て
い
る
が
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
銀
行
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ベン
ト
や

レ
ジ
ャ
ー
体
験
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
観
光
に
関
連
し
た
体
験
は

伝
統
的
な
茶
工
場
の
訪
問
と
茶
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
と
いっ
た
ヘ
リ
テ

ー
ジ
ツ
ア
ー
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
例
に
あ
る
よ
う
に
、
茶

文
化
を
観
光
に
つ
な
げ
る
に
は
、
茶
文
化
の
４
要
素
の
均
衡
を
保

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
茶
文
化
の
商
品
化
は
、
歴

史
や
地
域
や
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
固
有
の
特
徴
か
ら
作
り
出
さ
れ
た
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
基
礎
に
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

茶
の
歴
史
や
遺
産
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
茶
観
光
の
体
験
や
サ

ー
ビ
ス
を
創
り
出
す
う
え
で
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
は
茶
の
空
間

に
も
適
用
さ
れ
、
そ
こ
に
は
茶
に
関
す
る
歴
史
が
茶
に
関
す
る
地

学
や
人
文
地
理
学
と
と
も
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
茶
の
空
間
は

茶
の
種
類
や
景
観
に
特
徴
が
あ
っ
て
、
丘
陵
地
の
ス
ロ
ー
プ
に
あ
る

中
国
茶
の
茶
園
で
あ
っ
た
り
、
木
陰
の
平
地
に
あ
る
ア
ッ
サ
ム
茶
の

農
園
で
あ
っ
た
り
、
野
生
の
茶
樹
の
森
林
農
園
で
あ
っ
た
り
す
る
。

茶
園
は
観
光
に
適
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
茶
の
種
類
や
繁
殖
や

栽
培
に
関
す
る
学
習
に
も
適
し
て
い
る
。

　

他
方
、
茶
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
要
素
は
、
古
来
続
い
て
い
る
茶
の

栽
培
や
生
産
に
関
連
し
た
生
活
様
式
が
関
係
す
る
。
茶
の
生
産
方

法
が
こ
の
要
素
の
中
心
で
あ
り
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
で
受
け
継
が
れ
て

き
た
無
形
の
観
光
資
源
と
な
る
。
例
え
ば
、
ア
ッ
サ
ム
種
に
分
類

さ
れ
る
昔
の
野
生
の
茶
は
、
ほ
と
ん
ど
が
団
茶
に
区
分
さ
れ
、
雲

南
の
プ
ー
ア
ル
茶
や
紅
茶
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
いっ
た
茶
の
濃
い
色
は

後
発
酵
に
よ
る
が
、
緑
が
か
っ
た
ウ
ー
ロ
ン
茶
は
半
発
酵
に
よ
る
。

タ
イ
北
部
の
「
ミ
ヤ
ン
」
な
ど
、東
南
ア
ジ
ア
の
茶
の
漬
物
も
あ
り
、

収
穫
さ
れ
た
茶
葉
を
蒸
し
た
後
に
水
と
共
に
タ
ン
ク
に
漬
け
込
む
。

中
国
種
か
ら
作
ら
れ
る
緑
茶
は
生
産
方
法
が
異
な
り
、
発
酵
し
な

い
よ
う
に
す
る
。
例
え
ば
、
日
本
の
緑
茶
は
世
界
で
も
珍
し
い
生

産
過
程
で
作
ら
れ
、
番
茶
、
煎
茶
、
玉
露
な
ど
の
様
々
な
種
類
の

茶
が
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
茶
の
生
産
方
法
の
違
い
が
、
茶

の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
観
光
価
値
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。

５   

結
論

　

茶
は
宗
教
や
国
際
交
易
、
軍
事
行
動
な
ど
と
関
連
し
て
長
い
歴

史
の
中
で
今
日
ま
で
進
化
し
て
き
た
。
歴
史
の
眼
を
通
し
て
茶
の

遺
産
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
茶
と
観
光
の
関
係
を
築
く
こ
と
が
で

き
る
。
そ
し
て
茶
観
光
は
、
茶
の
背
景
や
知
識
を
、
茶
文
化
か
ら

よ
り
多
く
の
利
益
を
生
み
出
す
た
め
の
ア
イ
デ
ア
や
コ
ン
セ
プ
ト
に

ど
う
つ
な
げ
る
か
を
模
索
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
茶
文
化

と
は
、
茶
の
空
間
、
茶
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
、
茶
の
物
産
と
サ
ー
ビ
ス
、

茶
に
関
連
し
た
体
験
の
要
素
か
ら
成
り
立
って
い
る
。
ま
た
、
観
光

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
持
続
可
能
性
を
保
持
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら

の
要
素
の
均
衡
が
と
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
カ
ウ
ク
ル
ア
ム
ア
ン　

ア
ム
ナ
ー
）

（
翻
訳
者
：
た
け
は
な　

け
い
こ
）

　

18
世
紀
後
期
に
は
、
ア
フ
リ
カ
、
特
に
コ
ー
ヒ
ー
で
失
敗
し
た
ケ

ニ
ア
で
茶
の
育
成
が
奨
励
さ
れ
た
。
世
界
的
に
高
ま
っ
た
茶
の
需
要

に
応
え
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
イ
ス
ラ
ム
社
会
の
文
化
に
も
取
り
入

れ
ら
れ
た
。
イ
ス
ラ
ム
教
で
は
飲
酒
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、
代

替
え
の
飲
料
と
し
て
茶
が
イ
ス
ラ
ム
の
飲
料
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

紅
茶
の
消
費
が
増
加
す
る
と
、
西
欧
人
や
ア
ラ
ビ
ア
人
の
間
で
ア
ッ

サ
ム
茶
の
市
場
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
茶
産
業
は
新
し
い
技
術
と
と
も

に
発
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ト
ー
マ
ス・ジ
ョン
ス
ト
ン・

リ
プ
ト
ン
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ニュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
で
ス
リ
ラ
ン
カ
の

セ
イ
ロ
ン
紅
茶
を
包
装
す
る
茶
会
社
を
設
立
し
た
。
ま
た
、

１
９
１
０
年
に
ト
マ
ス・
サ
リ
バン
は
、
す
ぐ
に
煎
れ
ら
れ
る
テ
ィ
ー
バ

ッ
グ
を
発
明
し
た
。

４   

茶
文
化
と
観
光
と
の
関
連

　

古
来
、
茶
の
消
費
は
旅
を
介
し
て
様
々
な
文
化
に
広
が
って
き
た

が
、
茶
は
文
化
の
重
要
な
領
域
と
し
て
現
代
も
発
展
し
て
い
る
。

観
光
に
関
し
て
言
え
ば
、
茶
は
観
光
目
的
地
の
物
語
を
語
り
、
地

域
の
独
自
性
を
映
し
出
す
。
し
か
し
、
茶
と
観
光
の
関
係
性
に
は

距
離
が
あ
り
、
漠
然
と
し
て
い
る
と
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
消

費
者
市
場
と
し
て
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
観

光
目
的
と
し
て
の
茶
は
こ
れ
ま
で
十
分
に
開
発
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
持
続
可
能
で
環
境
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
自
然
と
文
化
の
マ
ネ
ー


